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平成８年度第２回理事会の決定事項

　平成８年度第２回の理事会で、次の事項が承認されました。

その１　フロン回収装置リース料金が決まりました！

　平成８年度事業として実施する「フロン回収装置リース事業」について、その細目を定めた「フロン
回収機器等のリースに関する実施要領」が、第１号議案として承認されました。

フロン回収機器等のリースに関する実施要領（抄）

　（リース料）
　第８条　リース料は、据え置き型と車載型に区分し、次表に示すとおりとする。

　　(1)リース料表

区　　分
リース金額

６カ月以上１年未満 １　年　分

据え置き型 １台 ３，７００円 / 月 ４３，０００円/年

車　載　型 １台 ２１，２００円 / 月 ２５３，０００円/年

　　(2)車載型は、上表の金額に車両にかかる保険、税金、定期点検料を含む。
　　(3)いずれの場合もメンテナンス費用は含まない。

　ご希望の方は、９月２５日（水）までに 事務局までお問い合わせください。
　なお、数に限りがありますので、 お早めにお申し込みください。 

その２　フロン１１等の処理料金が決まる！

　第２号議案として承認されました「回収フロン処理規程の改正について」によって、フロン１１等の
処理料金が追加され、料金は以下のとおりとなりました。

回収フロン処理規程第７条(1)に定める回収フロン処理費用

　その１（フロン１２、フロン２２、フロン５０２等の場合） → 変更なし



区　　　分 費　用　の　額 

１０kg容器１本の場合
（回収フロン１０ｋｇ充填の場合）

１８,０００円 内訳
収集・保管等 11,000円

破壊(700円/kg) 7,000円

２０kg容器１本の場合
（回収フロン２０ｋｇ充填の場合）

２７,０００円 内訳
収集・保管等 13,000円

破壊(700円/kg) 14,000円

注１：回収フロンの処理（破壊）料金は、収集・保管等に要する費用は容器単位の料金と
し、破壊に要する費用は、回収フロンの重量単位の料金としてその合計額とする。
注２：千葉県市川市にあるプラズマ法破壊実験施設で破壊処理することを前提にした額と
する。

　その２（フロン１１、フロン１１３の場合）

区　　　分 費　用　の　額 

５０ｋｇドラム缶１本の場合
（回収フロン５０ｋｇ充填の場合）

５３,０００円 内訳
収集・保管等 18,000円

破壊(700円/kg) 35,000円

１００ｋｇドラム缶１本の場合
（回収フロン１００kg充填の場合）

９３,０００円 内訳
収集・保管等 23,000円

破壊(700円/kg) 70,000円

２５ｋｇペール缶１本の場合
（回収フロン２５ｋｇ充填の場合）

２７,５００円 内訳
収集・保管等 10,000円

破壊(700円/kg) 17,500円

注１：回収フロンの処理（破壊）料金は、収集・保管等に要する費用は容器単位の料金と
し、破壊に要する費用は、回収フロンの重量単位の料金としてその合計額とする。
注２：千葉県市川市にあるプラズマ法破壊実験施設で破壊処理することを前提にした額と
する。

平成８年度通常総会が盛大に開催！

　推進協議会の平成８年度通常総会が、去る平成８年６月２０日、兵庫県教育会館ホールにおいて、井
戸兵庫県副知事を迎えて開催されました。
　その概要を以下のとおり報告させていただきます。

　（概要）

　　１．日　時　　平成８年６月２０日（木）
　　　　　　　　　１３：００～１５：３０

　　２．場　所　　兵庫県教育会館　５Ｆホール

　　３．出席者　　出席者　１０１団体（１１０名）
　　　　　　　　　 　委任状　１７３団体
　　　　　　　　──────────── 
　　　　　　　　　　計　　２７４団体（規約上必要な定足数１９２(総会員数384の1/2)を満たす）



　　
　　　　　第１号議案「平成７年度事業報告並びに収支決算に関する件」
　　　　　第２号議案「平成８年度事業計画に関する件」
　　　　　第３号議案「平成８年度収支予算に関する件（特別会計を設けることを含む）」
　　　　　第４号議案「役員の選任に関する件」

　　　(2)　報告事項
　　　　　報告事項１「会員の加入及び会費の特別措置等について」
　　　　　報告事項２「「会費に関する規程」の改正について」
　　　　　報告事項３「回収フロン処理規程の制定について」
　　　　　報告事項４「被災地域からのフロン回収状況について」
　　　　　報告事項５「フロン回収装置の無償供与について」
　　　　　報告事項６「フロン回収装置運用基本方針について」

　　５．結　果

(1)　第１号議案から第３号議案までについて、出席された全会員の賛成をもって承認され
ました。
(2)　第４号議案について、出席された会員の方から、現役員全員の再任を求める旨の提案
をいただき、このことについて、出席会員全員の賛成により承認されました。
　　なお、新役員名簿を４頁に掲載しています。
(3)　報告事項６件についても、全会員に承認されました。

　　６．特別講演の実施

　平成８年度通常総会開催後、「フロン規制の国際的動向と破壊技術について」のテーマ
で、通商産 業省工業技術院資源環境技術総合研究所統括研究調査官で工学博士の水野光一
氏から特別講演をいた だき、出席者全員が熱心に聴講しました。

推進協議会から感謝状を贈呈

～「被災地域からのフロン回収事業」で多大な貢献のあった５事業所・団体～

　「被災地域からのフロン回収事業」は、当初ご参画いただいた多くのボランティアの方々の努力を引
き継ぐ形で、昨年７月に発足した「フロン回収作業チーム」が中心となり、被災地域からのフロン回収
に当たっていただきました。その結果、大きな成果を得ることができました。
　そこで、「フロン回収作業チーム」に職員を派遣していただいた方、回収したフロンの処理をお引き
受けいただいた方並びに回収機材等のご提供をいただいた方に、推進協議会から感謝状を贈呈し、感謝
の意を表しました。

　感謝状を贈呈しました事業所、団体は以下のとおりです。

株式会社市川環境エンジニアリング 
財団法人家電製品協会近畿地区事務所 
有限会社池田冷暖房サービス 
ダイキン工業株式会社神戸サービスステーション
日立冷熱株式会社関西支店 

　

　

　

平成８年度通常総会が盛大に開催！

　

　

　

　　
　　　　　　　　　

　　
　　　　　　　　　 　

　　４．議　事

不明
 



役 職 名 氏　 　名 所　属　団　体　役　職　名

会　 　長 貝原　俊民 兵庫県知事

常務理事 山本　忠幸 兵庫県高圧ガス協同組合理事容器委員長

常務理事 安部　栄治 兵庫県生活文化部環境局長

理　 　事 木村　正人 生活協同組合コ－プこうべ組合長理事

理　 　事 竹中萬治郎 社団法人兵庫県空調衛生工業協会会長

理　 　事 川島侃一郎 兵庫県高圧ガス協同組合理事長

理　 　事 悳　宗　弘 社団法人兵庫県産業廃棄物協会会長

理　 　事 多田幸四郎 兵庫県自動車リサイクル処理工業会会長

理　 　事 橋本　一豊 社団法人兵庫県自動車整備振興会会長

理　 　事 岡嶋　直澄 兵庫県自動車車体整備協同組合理事長

理　 　事 中山　雅夫 兵庫県自動車電装品整備商工組合理事長

理　 　事 瀧川　博司 兵庫県自動車販売店協会会長

理　 　事 井上　春一 兵庫県西部自動車車体整備協同組合理事長

理　 　事 長本　政子 兵庫県消費者団体連絡協議会事務局長

理　 　事 中江　隆吉 兵庫県中古自動車販売商工組合理事長

理　 　事 山下　賢二 兵庫県中古自動車部品協同組合理事長

理　 　事 進　藤　隆 兵庫県廃家電品適正処理協力協議会会長

理　 　事 西村　良隆 兵庫県冷蔵倉庫協会会長

理　 　事 山　田　勉 兵庫県冷凍空調設備工業会会長

理　 　事 帯　山　清 兵庫県冷凍設備保安協会会長

理　 　事 笹山　幸俊 神戸市長

理　 　事 堀川　和洋 姫路市長

理　 　事 宮田　良雄 尼崎市長

監　 　事 馬場　順三 西宮市長

監　 　事 衣笠　徹朗 佐用郡広域行政事務組合管理者

新役員が決まる

　推進協議会役員の任期が満了したことに伴い、平成８年度通常総会で新役員が選任されました。
　なお、３頁でお知らせしたとおり、前役員の方全員が再任されましたので、役員の皆様方におかれま
しては、今後ともよろしくお願い申し上げます。
　新役員の方々は以下のとおりです。

　（平成８年６月２０日）兵庫県フロン回収・処理推進協議会役員名簿



期　　間

現　　　行 改　正　後

削減スケ
ジュール

消費量（注１）
（キャップ
3.1%）

削減スケ
ジュール

消費量（注１）
（キャップ
2.8%）

１９９６年
以降

基準量比
100%以下

６，００３
基準量比
100%以下

５，５６２

２００４年
以降

基準量比
65%以下

３，９０２
基準量比
65%以下

３，６１５

２０１０年
以降

基準量比
35%以下

２，１０１
基準量比
35%以下

１，９４６

２０１５年
以降

基準量比
10%以下

６００
基準量比
10%以下

５５６

２０２０年
以降

基準量比
0.5%以下

３０

全　　廃
（基準量比の
0.5%以下を上
限
として既存の冷
凍空気調和機器
への補充用を除

２７
（既存の冷凍空

気
調和機器への補

充
用に限る。）

２０３０年
以降

全　廃 ０ 全　廃 ０

　（注１）消費量はＯＤＰ換算値（トン）

　消費量の基準値は次式により算出されており、その式中のΧ％（キャップという）が、
今回３．１％→２．８％へ引き下げられた。

ＨＣＦＣ規制基準値＝HCFCの1989年消費量算定値＋CFCの1989年消費量算定値×
Χ％

ＨＣＦＣ（フロン２２）及び
臭化メチルの規制スケジュールが強化されました

　平成７年１２月のモントリオール議定書の改正を受け、ＨＣＦＣ及び臭化メチルの規制スケジュール
が強化される内容の、オゾン層保護法第３条の規定に基づく改正の告示が公布され、平成８年８月５日
から施行されています。
　内容については以下のとおりです。

　(1)ＨＣＦＣの規制スケジュール



期　　間

現　　　行 改　正　後

削減スケ
ジュール

生産量（注
１）
消費量

削減スケ
ジュール

生産量（注
１）
消費量

１９９５年
以降

1991年比
100%以下

３，９３９
４，２７５

1991年比
100%以下

３，９３９
４，２７５

２００１年
以降

1991年比
75%以下

２，９５４
３，２０６

２００５年
以降

1991年比
50%以下

１，９６９
２，１３７

２０１０年
以降

全　廃
０
０

　（注１）消費量はＯＤＰ換算値（トン）

　《平成７年度オゾン層の監視結果から》

北半球高緯度域においてオゾンの大幅な減少が観測され
ました！

　環境庁広域大気管理室は、平成８年６月２８日、平成７年度オゾン層の監視結果に関する年次報告結
果を公表しました。
　その概要については、次のとおりです。

　(1)南極上空に、最大規模であった過去３年間と同程度のオゾンホールが出現した。
　(2)北半球高緯度域において９５年２月から３月にかけて、７９年に比較して２０％～３５％もオゾ
ンの減少が観測された。
　(3)我が国上空でも、札幌においてオゾンの減少傾向が確認されている。
　(4)大気中のＣＦＣ濃度の増加はほとんど止まっているが、逆にＨＣＦＣ濃度は増加している。
　(5)我が国において、有害紫外線の照射量については、天候等の影響を強く受けることから明らかな
増加傾向は見られていない。

ＨＣＦＣ規制基準値＝HCFCの1989年消費量算定値＋CFCの1989年消費量算定値×
Χ％

　(2)臭化メチルの規制スケジュール



オゾン層保護国際シンポジウムが開催されます！
～推進協議会も出展します～ 

　来る９月１６日（月曜：休日）は昨年度から国連決議に基づき制定された「国際オゾン・デイ」と
なっておりますが、これを記念して、当日、ストップフロン全国連絡会等が主催する「オゾン層保護国
際シンポジウム」が大阪で開催されます。
　この国際シンポジウムは、第１部では子供向けの催しや紫外線障害の予防法等、第２部では石弘之東
京大学教授（国際環境科学）の基調講演、ＵＮＥＰ、ＥＰＡからの講演、パネルディスカッションとレ
ベルの高い内容が予定されております。
　推進協議会としてもこの国際シンポジウムを後援することとし、また展示ブースに出展を予定してい
ますので、多くの会員の皆様のご来場をお願いします。

　　日時　　平成８年９月１６日（月）１０：３０～１６：３０
　　場所　　大阪市天王寺区上本町８－２－６ 大阪国際交流センター

　　※同封しておりますシンポジウム案内（参加申込書）をご覧ください。

ひょうごエコフェスティバル'96に参加します！

　来る平成８年１０月２６日・２７日に県立明石西公園で開催される「ひょうごエコフェスティバル
'96」に、推進協議会は昨年に引き続き参加します。
　今年は「第８回ひょうごのまつり－ふれあいの祭典」の全県環境イベント「さわやか環境まつり」と
一体的に、２日間にわたって、環境保全団体、企業、行政等が多数参加して開催されます。
　推進協議会では、大気環境コーナーに単独ブースを出展し、推進協議会の活動内容やフロン放出禁止
規制の概要を紹介するパネルや、被災地域からのフロン回収事業の活動内容を紹介する写真の展示、フ
ロン回収のためのパンフレットやステッカーの配布を行うとともに、廃電気冷蔵庫、フロン回収装置を
会場に持ち込み、フロン回収作業の実演を予定しています。
　その他、会場では、お子様連れ・ご家族連れの方にも楽しんでいただけるような催しも多く企画され
ておりますので、多くの会員の皆様のご来場をお願いします。

　　１．日　時　　平成８年１０月２６日（土）・２７日（日）
　　　　　　　　　各日１０：００～１６：００

　　２．場　所　　兵庫県立明石西公園（明石市北王子３５３）

　　３．主　催　　ひょうごエコフェスティバル'96実行委員会

ひょうご・食の復興フェアに出展しました

　去る平成８年７月１７日・１８日の両日にポートアイランドの神戸国際展示場２号館で「ひょうご・
食の復興フェア」が開催され、２日間にわたり、約１５，０００人の入場者で会場は終日にぎわいまし
た。
　このイベントは、兵庫県全料飲旅館環境衛生同業組合連合会と大阪ガス（株）兵庫事業本部が主催
し、業界の復興、さらには地域の復興を願って開催したもので、飲食業を中心に約１１０団体が趣向を
凝らした展示を行ったほか、会場では、マグロやスズキの解体実演・試食コーナーや、「料理の鉄人」
による実技・講演、また、和洋中華の大屋台村などが来場者の人気を集めていました。
　推進協議会では、来場者にオゾン層保護の大切さを知ってもらうため、このイベントに単独ブースを
出展し、パンフレットやＵＶチェックカードの配布、また、写真やフロン回収装置の展示などを行い、
来場者のみならず、多くの出展業者の方々の関心を集めました。



フロン回収啓発ステッカーを作成しました
　県条例によるフロン放出禁止規制がスタートして２カ月が過ぎましたが、
特定フロン使用機器のユーザーの方々に、フロン回収が義務付けられたこと
や、オゾン層保護の重要性を認識してもらうため、推進協議会ではこのた
び、啓発ステッカーを作成しました。
　電気冷蔵庫などの特定フロン使用機器にステッカーを貼っていただき、そ
の機器を廃棄処分するときにフロン回収の注意を促すことを目的としていま
す。
　このステッカーは、「オゾン層保護国際シンポジウム」や「ひょうごエコ
フェスティバル'96」などのイベントで配布しますが、より多くの方に広く活
用していただきたいと考えておりますので、ご希望の方は、推進協議会事務
局までお問い合わせください。

環境事業団の助成金交付が決定！ ～被災地域からのフロン回収事業～

　推進協議会が実施している「被災地域からのフロン回収」事業に対し、昨年度に引き続き、環境
事業団から地球環境基金助成金の交付決定を受けました。

　第６号でもお知らせしましたが、被災地域において被災した建物の公費解体が１年延長となった
ことから、推進協議会では、このような建物から廃棄される機器からのフロン回収の体制を一部縮
小し、本年度も継続させています。
　フロン回収の要請があれば、推進協議会事務局にご連絡ください。

事務局だより

　フロン回収事業者を支援します！

　県条例によるフロン放出禁止規制がスタートして２カ月が経過し、一部に調整が遅れている事業
者の方もおられるようですが、フロン回収が本格的に始まり、まずは順調な滑り出しと申せましょ
う。
　今後につきましては、フロン回収を行っておられる事業者の方々を支援するため、推進協議会と
して、回収事業者リストの作成・公表や、機器廃棄処分の発注者、消費者等への啓発用リーフレッ
トの配布等を予定しておりますので、今後ともフロン回収・処理の推進に、より一層のご理解とご
協力をいただきますようお願い申し上げます。

兵庫県フロン回収・処理推進協議会事務局
〒６５０　神戸市中央区下山手通５－１０－１（兵庫県生活文化部環境局大気課内）
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